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調理条件がメカブ粘性物質の性状と生理作用に

及ぼす影響

山 中 なつみ(岐 阜女子大学家政学部助手)

は じ め に

ワカメ(Undariapinnatifida)の 成実葉であ

るメカブは,葉 状体に比べて脂質や ミネラルなど

の含有量が高く成分的にも特異な部位であるが,

食品素材としての最大の特徴は葉状体にはない粘

りを持つことである。細かく刻んだメカブに熱湯

をかけて麗絆し粘 りを出した後,汁 物にいれたり

酢の物にするなど,粘 りを生かした調理方法によ

って食べられている。この粘りには褐藻類に含ま

れる難消化性多糖のアルギン酸が溶出し,そ の粘

性に関与している1)。難消化性多糖の生理作用に

はその粘性が大きな役割を果たしているとされる

ことから2),粘度の高いメカブの粘 りに注目し,

その調理特性 と生理作用について検討 して き

た1,3-6)。その結果,メ カブの粘 りの物性は調理

条件によって変化することが明らかとなり,メ カ

ブの生理作用は調理条件による性状の変化もふま

えて検討する必要があると考えられた。そこで本

研究では,調 製温度が粘 りの粘度 と溶出成分に及

ぼす影響を調べるとともに,調 製温度が異なる粘

りの生理作用を比較 し,調 理条件 と生理作用との

関連について検討を行った。

1.調 製温度がメカブ粘性物質の性状に及ぼす

影響

(1)実 験方法

① 粘性物質の調製:細 断した韓国産乾燥メカ

ブに20,40,60,80°Cの 湯を加え,各 々の温度を

保 ち なが ら,浸 漬(5min),撹 搾(150rpm,5

min)し た。二重ガーゼでろ過したろ液 をメカブ

粘性物質とし,さ らにこれを凍結乾燥したものを

粘性物質乾燥物とした。

② 粘度測定:調 製直後の粘性物質1mlを 用

い,E型 粘度計(東 京計器)に より回転数100rpm

におけるみかけの粘度を測定した。測定時の試料

温度は調製時 と同温度とした。

さらに,溶 出した成分の粘度が粘性物質の粘度

に与える影響を調べるため,粘 性物質乾燥物につ

いても粘度を測定した。粘性物質乾燥物の10%水

溶液1mlを 用 い,回 転 数100rpm,試 料 温 度

20℃におけるみかけの粘度を測定 した。

③ 高速液体クロマトグラフィーによる成分分

析:異 なる温度で調製した粘性物質にっいて高速

液体クロマ トグラフィーにより成分の分離を試み

た。粘性物質乾燥物の0.3%水 溶液20μ1を 試料

とし,カ ラムはShodexAsahipakNH2P-504E

(4.6mmi.d.×250mmlong)を 用い,移 動相は

0.1M塩 化ナ トリウム溶液(流 速0.3m〃min),

UV210nmで 検出した。粘性物質中には褐藻類に

含まれる粘性多糖であるアルギン酸やフコイダン

が溶出しているとされることからη,ア ルギン酸

ナ トリウム(和 光純薬工業,一 級,100～150cP)

ならびにフコイダン(SIGMAF-5631)に ついて

も同様の条件で分析した。

(2)結 果および考察

異なる温度で調製した粘性物質の粘度 をFig.1

に示した。調製温度が高いほど粘性物質の粘度は

高くなり,調 製温度40,60,80℃ における粘度に

はそれぞれ有意差(p〈0.01)が 認 められ た。
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Fig,11nfluenceoftelnperatureofpreparationonviscosityof

viscousexudates

VlscositywasmeasuredusinganEtypeviscometerat100rpm

andthesametemperatureofpreparation.Valuesaremeansof

threereplicatedmeasurements.Verticalbarsrepresentstan-

darddeviations。a-clValuesnotsharingacommonletter

differsignificantly-usingDuncan'smultiplerangetest(p<

nnn

40°Cで調製した粘性物質の粘度は5.8cPで あっ

たのに対 し,60℃ では17.8cPと 約3倍 に増加 し

てお り,調 製温度40°Cから60℃における粘度の変

化が著 しかった。粘性物質の粘度は調製温度と同

温度で測定してお り,高 温で調製 した粘性物質は

試料温度が高いにもかかわらず粘度が高 くなった

ことから,溶 出している成分の量や組成が変化 し

ていることが考えられた。

粘性物質乾燥物の量を乾燥前の粘性物質に対す

る重量%で 示す と,調 製温度が高いほど乾燥物の

量は増加し,20,40,60,80℃ におけるいずれの

値の間にも有意差(p<o.01)が 認められた(Fig.

2)。また,粘 性物質乾燥物の粘度 も調製温度が高

いほど増加し,20,40,60,80℃ におけるいずれ

の値 の間 にも有意差(pく0.01)が 認め られた

(Fig.3)。粘性物質の粘度との相関係数は,乾 燥

物の量が0.89,乾 燥物の粘度が0.98で あり,粘 性

物質の粘度と乾燥物の粘度は統計的に有意に高い

正の相関を示した。 これより調製温度が高いほど

粘度の高い粘性物質が得られる要因として,溶 出

物の量の増加ならびに溶出成分の組成変化のいず

Fig。21nfluenceoftemperatureofpreparationondrymatter

contentofviscousexudates

Valuesaremeansofthreereplicatedmeasurements.Vertical

barsrepresentstandarddeviations.a-d:Valuesnotsharinga

commonletterdiffersignificantly-usingDuncan'smultiple

rangetest(pく0.OD.

Fig・31nfluenceoftemperatureofpreparationonviscosityof

drylnatterviscousexudates

ViscositywasmeasuredusinganEtypeviscometerat100rpm

and30…Cina10°osolution.Valuesaremeansofthreere-

plicatedmeasurements.Verticalbarsrepresentstandarddevi・

ations.a-d:t"cluesnotsharingacommonletterdiffersignifi-

canth-usingDuncan'smultiplerangetest(p<0.01).

れもが関与していることが示された。特に,後 者

の影響が大であり,乾 燥メカブを浸漬,撹 拝する

際の温度が高いほど粘度の高い成分が多 く溶出し

ていることが明らか となった。

そこで,粘 性物質乾燥物の成分を高速液体クロ

マトグラフィーにより分析した。80℃で調製した

粘性物質 を分析 して得られたクロマトグラムを
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Fig.4Chromatogramofviscousexudatepreparedat80°C

TheHPLCconditionsasfollows;ShodexAsahipakNH2P-504E(4.6mmLD,x250

mmlong),mobilephase:01MNaCI(0.3m1/min),detector:UV210nm.

Fig.4に 示した。保持時間16分 までに6本 のピー

クが検出 され(保 持時間 の短 いものか らNo.

1～No.6と する),他 の温度で調製した粘性物質

においてもそれぞれ同様のピークが検出された。

ピークNo.1～6の 保持時間はそれぞれ7.9,9.6,

11.0,12.1,13.9,15.2分 であった。一方,ア ル

ギン酸ナトリウムとフコイダンの保持時間はそれ

ぞれ8.8分 と30.1分であった。

調製温度の異なる粘性物質におけるピークNo.

1～6の 面積比の変化を比較 した結果(Table1),

いずれ もピークNo.2の 面積比が最 も高 く40%前

後を占めた。調製温度が異なる粘性物質の各ピー

ク面積比 と粘性物質乾燥物の粘度との相関係数を

算出したところ(Table1),ピ ークNo.1が1.00

と統計的に有意(p<0.01)に 高い正の相関を示

し,主 要ピークであるピークNo.2も0.74と 正の

相関を示した。ピークNo.1の 成分は粘性物質の

粘度変化に大きく関与 しており,粘 度の高い成分

であることが推定されるが,そ の保持時間はアル

ギン酸ナトリウムやフコイダンとは一致せず,成

分の同定には至 らなかった。

Table1 Thechangeofpeakareaonchromatogramsandviscosityofdrymatterof

viscousexudatespreparedatdifferenttemperature

1)Correlationcoefflcentbetweenpeakareaandviscosityofdrymatter.

鱒p〈0
.01
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2.調 製温度がメカブ粘性物質の生理作用に

及ぼす影響

メカブ粘性物質乾燥物を飼料に添加 してラット

を飼育 した結果,飼 料効率が有意に低下し,メ カ

ブ粘性物質の生理作用 として他の栄養素の消化吸

収を阻害する作用が示唆された6)。そこで,メ カ

ブ粘性物質の粘性 と他の栄養素の消化吸収との関

連を調べるため,10°Cと80℃ で調製した粘度の異

なるメカブ粘性物質を試料とし,消 化管内におけ

る粘性物質の粘度変化ならびにグルコースの吸収

に及ぼす影響を調べた。

2.1消 化管内における粘度変化

2.1.1膵 液酵素を使った人工消化実験

小腸内におけるメカブ粘性物質の粘度変化を調

べるため,膵 液酵素を用いて人工消化実験を行っ

た。粘度変化を測定するとともに,還 元糖量なら

びに遊離アミノ酸量を定量し,膵 液酵素によって

分解される粘性物質中の糖質 とタンパク質の量を

調べた。

(1)実 験方法

① 基質の調製:1(1)① と同様の方法で,

調製温度を10℃あるいは80℃ として粘性物質を調

製し,凍 結乾燥した粘性物質乾燥物(以 下,10℃

あるいは80℃粘性物質乾燥物とする)を 基質とし

た。

② 消化実験:10°Cあ るいは80℃粘性物質乾燥

物を各々10%濃 度となるようリン酸緩衝液に溶解

し,pH6.8に 調整した。この基質溶液7gを37°C

の恒温槽で10分間予備保温した後,1%パ ンクレ

アチン(SIGMAP1750)1m1を 添加 したものを

テスト,水1mlを 添加 したものをブランクとし

て37℃で24時間振 とうした。

反応直後の反応液1mlを 試料とし,TV-20形

粘度計(TOKIMEC)を 用いて回転数100rpm,

試料温度37℃におけるみかけの粘度を測定 した。

さらにソモギネルソン法により還元糖量を,ニ ン

ヒドリン比色法によりア ミノ酸量を定量した。

(2)結 果および考察

10℃あるいは80°C粘性物質乾燥物を基質とした

いずれの反応液の粘度もテストとブランクで差が

な く(Fig.5(A)),メ カブ粘性物質は膵液酵素 と

の反応によって粘度が低下 しないことが示された。

反応液中の還元糖量は,10℃ 粘性物質乾燥物を基

質 とした場合,ブ ランクでは4.8mg,テ ス トで

は10.9mgと ブランクに比べてテストの方が有意

(p〈o,01)に 還元糖量が多か った(Fig.5(B))。

80℃粘性物質乾燥物を基質とした場合においても

Fig.5Changesin1'1SCOSIt1・,reducingsugarandfreeaminoacidcontentofthehydrolysates

onirrvitrotestsbypancreatin.

Valuesaremeansofthreereplicatedmeasurements.Verticalbarsrepresentstandarddeviations.
":SignificantlydifferentusingDuncan'smultiplerangetest(p<0

.01).
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同様の傾向で,粘 性物質 と膵液酵素との反応によ

って糖が分解され,還 元糖が増加することが示さ

れた。遊離アミノ酸量は10℃あるいは80℃粘性物

質乾燥物を基質としたいずれの場合にも有意差 は

認められず(Fig.5(c)),粘 性物質中のタンパ ク

質は分解されていないことが示 された。これらの

結果から,メ カブ粘性物質はその粘度の高低にか

かわらず,膵 液酵素によって糖質の一部が分解さ

れるものの粘度は低下せず,も との粘度を保ちな

がら小腸内を通過することが推定された。

2.1.2ブ タ盲腸内容物を使ったバッチ培養

小腸で消化されずに高い粘度を保ちながら大腸

に達 した粘性物質は,腸 内細菌の発酵基質 として

利用される可能性が考えられる。そこで,大 腸内

におけるメカブ粘性物質の粘度変化を調べるため,

ブタの盲腸内容物から調製した混合微生物を使っ

たバッチ培養を行った。また,メ カブより抽出し

たアルギン酸ナトリウムも基質として用い,メ カ

ブ粘性物質の主要成分 と考えられるアルギン酸が

粘性物質の大腸内発酵基質としての性状に与える

影響を調べた。

(1)実 験方法

① 基質の調製:2.1.1(1)① と同様の10℃

と80℃粘性物質乾燥物,な らびにメカブよりアル

カリ抽出8)したアルギン酸ナトリウムを基質 とし

て用いた。

② 培養条件:10°Cあ るいは80℃粘性物質乾燥

物を各々10%濃 度 となるようpH6.8重 炭酸緩衝

液に溶解し基質溶液とした。この基質溶液の粘度

をTV-20形 粘度計を用い回転数100rpm,試 料

温度37℃ におけるみかけの粘度を測定 したところ,

10°C粘性物質乾燥物では14.OcP,80℃ 粘性物質

乾燥物では51.8cPで あった。メカブより抽出し

たアルギン酸ナ トリウムについては,10℃ あるい

は80℃粘性物質乾燥物 を基質 とした基質溶液の

粘度と同等の粘度となる2種 類の濃度(0.5%,

0.9%)で 基質溶液を調製した。

ブタの盲腸内容物から調製した菌体溶液9)と各

基質溶液 を,粘 度測定用には1mlず っ,全 糖量

測定用には0.5m1ず つ混合し37°Cの恒温槽で24

時間培養した。培養直後の反応液1m1を 試料と

し,TV-20形 粘度計を用いて回転数100rpm,試

料温度37℃におけるみかけの粘度を測定した。さ

らにフェノール硫酸法により全糖量を定量した。

(2)結 果および考察

10°Cあるいは80℃粘性物質乾燥物を基質 とした

場合,培 養液の粘度ならびに全糖量は培養前後で

有意差は認められなかった(Fig.6)。 しかし,メ

(A)Viscosity (B)Totalsugar

Fig.6Changesinviscosit}一,andtotalsugarcontentbatchcultureofviscous

exudatesusingpigcecalbacteria.

Valuesaremeansofthreereplicatedmeasurements.Verticalbarsrepresent

standarddeeiations.
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(A)Viscosity B)Totalsugar

Fig.7Changesinviscosityandtotalsugarcontentinbatchcultureofsodiun

algibateusingpigcecalbacteria.

Valuesaremeansofthreereplicatedmeasurements.Verticalbarsrepresent

standarddeviations.":Significantly-differentusingDuncan'smultiplerange
test(p<0.01).

カブ抽出アルギン酸ナ トリムを基質とした場合で

は,培 養後に有意(p〈0.01)な 粘度の低下が認

められ,低 粘度の0.5%で は培養前の6.9cPが

1.3cPに,高 粘度の0。9%で も17.3cPが1.4cP

に低下した(Fig.7(A))。 全糖量 も有意(p〈o.

01)に 減少 しており(Fig.7(B)),腸 内細菌によ

ってアルギン酸が分解 されて全糖が減少し,粘 度

が低下したと考 えられる。 これらの結果から,メ

カブ粘性物質は粘度の高低にかかわらず腸内細菌

による分解を受けず,大 腸内においても粘度を保

っていることが推定された。しかし,メ カブより

抽出したアルギン酸は腸内細菌によって分解され

て粘度が低下したことから,メ カブ粘性物質の大

腸内発酵基質としての性状には,主 要成分である

アルギン酸の性状ではな く,他 の成分あるいは粘

性物質の物理的な高次構造などが影響しているこ

とが示唆された。

2.2グ ルコースの吸収に与える影響

ラットにメカブ粘性物質 とグルコースを同時に

摂取させ,血 糖値の経時変化を測定することによ

り,粘 性物質の摂取がグルコースの吸収に与える

影響を調べた。胃と小腸における内容物の滞留時

間がグルコースの吸収 を左右すると考え,回 腸末

端 と遠位結腸を結ぶ盲腸 ・結腸迂回手術 を施した

ラットを用い,非 吸収性のCo-EDTAを 飼料に

添加し,そ の糞中排泄量から胃と小腸における滞

留時問を測定した。

(1)実 験方法

① 実験動物および飼育条件:6週 齢のWis-

tar系 雄ラッ トを用いた。一般飼育用固形飼料

(オ リエンタル酵母工業MF)と 水を自由摂取 さ

せ,個 別式ステンレスケージ内で,温 度24°C,湿

度60%,6:00～18:00暗 期,18:00～6:00明 期

の環境で飼育を行った。

② 盲腸 ・結腸迂回手術:ラ ットをネンブター

ル(大 日本製薬)(体 重1Kg当 たり25mg腹 腔内

注射)で 麻酔した後,正 中線で開腹し,回 腸 ・盲

腸接合部から 約3cm口 側を切断した。回腸の盲

腸側断端の切断面を5mm程 度管腔内へ折 り込ん

で縫合し盲端をつくった。遠位結腸の骨盤腔頭側

縁から約3cm口 側の反腸間膜側を7mm程 度長

軸方向に切開し,こ の切開創に,回 腸の口側断端

を7mm程 度差し込み,回 腸の口側断端 と遠位結

腸とを端側縫合した。腹腔内を生理食塩水で洗浄

した後,開 腹部の腹膜 と筋層とをあわせて連続縫

合し,さ らに皮膚を連続縫合 した。
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Table2Compositionoftheexperimentalfeed

③ 実験飼料の経口投与:実 験飼料の組成を

Table2に 示 した。2.1.1(1)① と同様の10℃

あるいは80℃粘性物質乾燥物を各々10%と グルコ

ース10%を 含む飼料を10℃あるいは80°C粘性物質

添加飼料 とし,粘 性物質を添加せずグルコースの

みを含む飼料をコントロール飼料とした。いずれ

にもCo-EDTA(同 仁科学研究所)を20%添 加

した。粘性物質乾燥物添加飼料のみかけの粘度を

TV-20形 粘度計を用い回転数100rpm,37℃ で測

定 した。80℃粘性物質乾燥物添加飼料の粘度 は

106.4cPで あり,10℃ 粘性物質乾燥物添加飼料の

28.5cPに 比べ約3.7倍 であった。

手術後6～8日 経過したラットを用い,暗 期開

始後5時 間以上絶食させた後に,各 実験飼料(体

重100g当 たり1g)を ゾンデで胃内に投与 した。

④ 測定項目および方法

(血糖値)実 験飼料投与直前(0時 間 とする),

投与0.5,1,2,4時 間後に尾静脈からヘパリン処

理した毛細管に採血 し,直 ちに遠心分離 して血漿

を得た。グルコース測定キット(和光純薬工業 グ

ルコースCII一 テストワコー)を用いて血糖値を

測定した。

(糞重量)実 験飼料投与1,2,4,7,10,20時

間後に個別ケージ内の糞を採取し,そ の重量を測

定した。

(消化管内容物の滞留時間)各 時間毎に採取し

た糞のうち約0.3gを 用い,同 量の水で2倍 に希

釈した後,ジ エチルエーテル1mlを 加えて60分

間振とう(300回/分)し,脂 溶性の色素を抽出し

た。遠心分離(10000g×20min)し た後,エ ーテ

ル層 を取 り除 き,得 られた水 層についてCo-

EDTA水 溶液の最大吸収波長(466nm)に おけ

る吸光度を測定し,糞 中Co-EDTA量 を求めた。

平均滞留時間(MRT)をThielemansら'° 》の計

算式MRT=Σtici△ti/Σci△ti(ciは マーカー投与

後経過時間tiに おけるマーカー濃度,△tiはi番

目のサンプリング間隔)に より算出した。

(糞中糖量)糞 中Co-EDTA量 を測定する際

に調製した水層を用い,ソ モギネルソン法により

還元糖を定量し,糞 中に排泄された糖量を求めた。

(2)結 果および考察

実験飼料投与直前の血糖値を0と して,実 験飼

料投与0.5,1,2,4時 間後の血糖値 の変化を

Fig.8に 示した。3群 とも実験飼料投与1時 間後に

血糖値増加量が最大となり,コ ントロール飼料を

投与 したラット(以下,コ ントロール群とする)

が52.8mg/100m1と 最 も高 く,っ いで10℃粘性

Fig.81nfluenceofviscousexudateonthebloodsugarlevel

inrats.

Valuesaremeansofthreerats.　 :80-Cviscousexudatefeed

group;▲:10°Cviscousexudatefeedgroup;○:control

group.
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物質添加飼料を投与したラット(以 下,10℃ 粘性

物質投与群とする)の45。8mg/100m1,80℃ 粘性

物質添加飼料を投与したラット(以 下,80℃ 粘性

物質投与群 とする)の40.8mg/100m1で あった。

各群の値に有意差はなかったが,コ ントロール群

に比べて粘性物質投与群の方が低く,グ ルコース

とともにメカブ粘性物質を摂取することにより血

糖値の上昇が抑制される可能性が示された。飼料

投与2,4時 間後は,コ ントロール群では急激 に

血糖値増加量が低下したが,80℃ 粘性物質投与群

では血糖値増加量は徐々に低下 していた。血糖値

の変化を示 したグラフの面積を比較すると,コ ン

トロール群は98.3,10℃ 粘性物質投与群は102.3,

80°C粘性物質投与群は113.Omg/100m1/4hours

となり,各 群の値に有意差は認められず,グ ル

コースの総吸収量は3群 間で差がないと考えられ

た。

各実験飼料を摂取したラットにおける糞重量,

消化管内容物の平均滞留時間,糞 中糖量をTable

3に 示した。糞重量ならびに糞中糖量は,80℃ 粘

性物質投与群が10°C粘性物質投与群やコントロー

ル群に比べて多かったが,有 意差は認められなか

った。胃と小腸における内容物の平均滞留時間は

80°C粘性物質投与群の16.77時 間が最 も長 く,つ

いで10℃粘性物質投与群の10.61時 間,コ ン トロ

ール群の7 .01時間であった。80°C粘性物質投与群

とコン トロール群の間には有意差(p〈0.05)が

認められた。一過性の食物繊維の摂取による血糖

値上昇抑制の作用機構としては,食 物繊維が糖質

の胃から小腸への移行を遅延させる,小 腸におけ

る糖質の消化吸収を阻害あるいは遅延させるとの

2つ の機構が考えられている11)。本研究において

も,胃 と小腸における滞留時間はコントロール群

に比べて粘性物質投与群の方が長かったことから,

メカブ粘性物質の摂取によって内容物の胃におけ

る滞留時間が長 くなり,急 激な血糖値の上昇抑制

の要因となっていることが推察された。

一方
,血 糖値の変化や糞中の糖量から最終的な

グルコースの吸収量を推定すると,粘 性物質の摂

取による影響は認められず,小 腸においてグルコ

ースの吸収は阻害されていないと考えられた
。し

かし,消 化や吸収には消化管内における栄養素の

概搾や拡散の速度が大きく影響し,内 容物の粘性

が高まることによってこれらは抑制されると考え

られる。Jenkinsら12)やFlourieら13)は,食 物繊

維の もつ粘性が高いほどグルコースの腸管吸収に

対する阻害効果が大 きいことを指摘している。本

研究においても,粘 度の高い80℃粘性物質投与群

の方が,10℃ 粘性物質投与群に比べて血糖値増加

量の最高値が低かったことから,メ カブ粘性物質

の摂取により消化管内容物の粘度が高まり,小 腸

におけるグルコースの吸収が遅延された可能性は

高い。しかし,最 終的なグルコースの吸収量には

差がなかったことから,グ ルコースの吸収を阻害

するには至らなかったと考えられる。

ま と め

調理条件がメカブ粘性物質の粘度と溶出成分に

Table3 Influenceofviscousexudateonfecalweight,meanretentiontimeofdigestivetract

contentsinstomachandsmallintestineandsugarinfeces

Valuesaremeans±S.E.offourrats.

a,b:Valuesinthesamerownotsharingacommonsupersc1'iptdiffersigniflcantlyusingDuncan's

multiplerangetest(p<0.05).
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及ぼす影響について調べた結果,調 製温度が高い

ほど粘性物質の粘度は高くなり,そ の要因として

溶出物の量の増加ならびに溶出成分の組成変化の

いずれ もが関与していることが示された。特に,

後者の影響が大であり,乾 燥メカブを浸漬,撹 絆

する際の温度が高いほど粘度の高い成分が多く溶

出していることが明 らかとなった。高速液体クロ

マトグラフィーにより,粘 度変化 と高い相関をも

っピークが検出されたが,そ の成分の同定には至

らなかった。

調理条件の違いによってもたらされるメカブ粘

性物質の粘度の違いが生理作用に及ぼす影響につ

いて,10℃ と80℃で調製した粘度の異なるメカブ

粘性物質を試料とし,消 化管内における粘性物質

の粘度変化ならびにグルコースの吸収に及ぼす影

響を調べた。膵液酵素による人工消化実験とブタ

盲腸内容物を使ったバッチ培養において,小 腸な

らびに大腸内における粘度変化を検討した結果,

膵液酵素,盲 腸内細菌のいずれによっても粘性物

質の粘度は低下しなかった。これは10℃あるいは

80℃粘性物質乾燥物を基質としたいずれの場合も

同様の結果であり,粘 度の高低にかかわらずメカ

ブ粘性物質は消化管内でその粘度を保っているこ

とが推定された。

盲腸 ・結腸迂回手術を施したラットにメカブ粘

性物質とグルコースを同時に摂取させ,血 糖値の

変化ならびに胃と小腸における内容物の滞留時間

を測定した。その結果,グ ルコースとともに粘性

物質を摂取すると血糖値増加量の最高値が低 くな

る傾向が認められ,内 容物の滞留時間は80℃粘性

物質投与群,10℃ 粘性物質投与群,コ ントロール

群の順に長かった。これより,メ カブ粘性物質の

摂取によって内容物の胃における滞留時間が長く

なり,急 激な血糖値の上昇抑制の要因となってい

ることが推察された。 また,10℃ 粘性物質投与群

に比べ80℃粘性物質投与群の方が血糖値増加量の

最高値が低 く,滞 留時間も長い傾向が認められた。

粕性物質の調製条件の違いによって生 じた粘度差

が血糖上昇抑制効果に影響する可能性が示され,

メカブの調理条件は粘性物質の物理化学的性状だ

けでなくその生理効果 と密接に関連すると考えら

れる。これまで,食 物繊維などの生理効果は主に

食品より分離,精 製された成分で検討 されている

が,食 品に含まれる他の成分 との相互作用や調理

による物理化学的性状の変化 も合わせて検討する

ことが必要であると考える。

本研究に対し多額の助成金を賜りました浦上食

品 ・食文化振興財団に心から感謝いたしますとと

もに貴財団の益々のご発展を祈念申し上げます。

また,本 研究を進めるにあたりご指導いただき

ました岐阜女子大学小川宣子先生に心から感謝い

たします。
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InfluencesofPreparingConditionsonPhysicochemicalPropertiesand

PhysiologicalEffectsofViscousExudateofルZ6ん α伽

(SporophyllofUndariapinnatifida)

NatsumiYamanaka(Gifuwomen'sUniversity)

Highviscousexudateispreparedbystirringmekabu(sporophyllofUndaria

pinnatifida)aftersoakinginwater.Theviscosityofexudatespreparedunderdifferent

temperatureswasmeasuredusinganEtypeviscometer.Todefinethefactorofchange

initsviscosity,thecontentandviscosityofdrymatterofviscousexudatewere

measured.Theviscosityofviscousexudatepreparedat20°Cwas4.7cP,anditin-

creasedto21.8cPat80°C.Theviscosityofviscousexudatecorrelatedwiththecontent

andviscosityofdrymatter.Itwasindicatedthattheamountofcomponentswhich

maintainahighdegreeofviscosityathightemperatureincreasedwhenthetemperature

ofthepreparationwasraised.

Thechangeswerestudiedinviscosityofviscousexudateininvitrodigestionby

pancreatinandinbatchcultureusingpigcecalbacteria.Theviscousexudatewas

partiallyhydrolyzedbypancreatin,andtheamountofreducingsugarincreased,butits

viscositydidnotdecline.Nomicrobialdegradationofviscousexudateinbatchculture

occurred.Thus,theviscousexudateofmekabumightkeepitsviscosityinsmalland

largeintestines.Theseresultsdidnotvarybetweenviscousexudatespreparedat10°C

and80°C.

Toelucidatetheeffectofingestingtheviscousexudateofn2ekabuondigestive

absorption,theabsorptionofglucoseinratswasinvestigated.Asolutioncontaining

10%driedviscousexudateand10%glucosewasadministeredorallytoratswhichhad

undergonececo-colonicbypasssurgery.Itwasfoundthatthemaximumbloodsugar

levelstendedtobelowerintheratswhichhadreceivedthefeedwithviscousexudate

thaninthoseinacontrolgroup,suggestingthattheingestionofviscousexudate

togetherwithglucosesuppressedthemaximumbloodsugarlevel.Themeanretention

timeofthedigestivetractcontentsinthestomachandsmallintestinewaslongerinthe

groupadministeredfeedcontainingviscousexudatethaninthecontrolgroup.The

movementofthecontentsfromthestomachtothesmallintestinewasdelayed,which

ispresumedtobethecauseofthesuppressedriseinbloodsugarlevel.Ratsgiventhe

feedcontainingtheviscousexudatepreparedat80°C,whichhadahigherviscosity,had

lowermaximumbloodsugarlevelsthanratsingestingthefeedcontaining10°Cviscous

exudate.Themeanretentiontimeofthedigestivetractcontentswasalsolonger.These

rusultssuggestedthatthetemperatureofpreparationaffectthephysiologicaleffectof

viscousexudate.


